
平成２３年度 事業報告

１．会館の財政運営について

（１）会館の基本資金である会館建設基金（出資金）については、出資依頼を中止しています。そのた
め、新たな出資者はありませんでした。

出資金の返済は、退職による返済が３４９人、３，６６０，０００円でした。この結果出資金の
残額は１０４，２６１，０００円となりました。

現在、退職者等で返済が済んでいない方に対しての返済の取り組みを行っています。また、コー
プ熊本学校生活協同組合等の構成員で出資をいただいている方に対しても返済の手続きを行ってい
ます。

≪会館建設基金・出資状況 平成１９～２３年度 ５年間の推移≫
平成 出資額 返済額 出資残額

１９年度 180,000 3,360,000 118,787,000

２０年度 30,000 3,744,000 115,073,000

２１年度 12,000 3,342,000 111,743,000
２２年度 0 3,822,000 107,921,000
２３年度 0 3,660,000 104,261,000

（２）収入の大半をしめる地代家賃は、１００％納入されています。

（３）会議室貸料は、前年と比べ約２８％の増となりました。前年は１１月末から２月初めまで、外壁
の全面改修工事のため会議室の貸出を停止したためです。出資者の利用は前年に比べ３０％の増、
一般の利用は２７％の増となっています。

≪会議室・利用状況 平成１９～２３年度 ５年間の推移≫
＊平成１８年度 1,592,168 3,996,555 5,588,723

平成 出資者 一 般 計 対前年 対１９年度

１９年度 2,024,820 5,014,905 7,039,725 １２６ １００

２０年度 1,723,390 4,807,499 6,530,889 ９３ ９３

２１年度 1,878,218 4,333,035 6,211,253 ９５ ８８

２２年度 1,293,363 3,511,205 4,804,568 ７７ ６８

２３年度 1,685,366 4,453,059 6,138,425 １２８ ８７

（４）会館共済事業の集金手数料は約３，０００万円と安定しています。また教育会館の特別給付金は、
申請期間を３年間に延長しましたが年間給付額が１，４００万円前後で安定しています。

≪特別給付金・給付状況 平成１９～２３年度 ５年間の推移≫
平成 出産祝金 休職見舞

金

入院見舞

金

退職祝金 満期祝金 医療プラ

ン

合 計

１９年度 1,784,000 1,050,000 5,261,000 600,000 0 3,729,000 12,424,000

２０年度 1,873,000 2,100,000 5,095,000 910,000 285,000 3,815,000 14,078,000

２１年度 1,547,000 1,200,000 5,773,000 1,010,000 0 4,309,000 13,839,000

２２年度 1,701,000 1,150,000 5,708,000 1,290,000 0 3,739,000 13,588,000



２３年度 1,732,000 1,500,000 5,367,000 1,200,000 0 4,253,000 14,052,000

（５）退職者福祉年金事業は、平成２３年度は事務運営費として３５０万円を繰り入れることができま
した。しかし、平成２４年６月（団体口）までに終了を予定していますので、会計の整理残を繰り
入れた後は、この事業からの繰入はなくなります。

制度の終了に向けて、加入者へのお知らせと解約の手続きを進めました。秋から冬にかけて最後
のお知らせと訪問を行い、３月末で個人口の制度を終了しました。

（６）会館経営の安定化のための各種引当は、継続的に引当額を高めてきました。その中で、退職給与
引当額は３月末の退職給与債務実額にしました。

≪各種引当・状況 平成１９～２３年度 ５年間の推移（万円）≫
平成 基本財

産

減価償

却

特別給

付

準備

出資金

返済

建物修

繕

記念事

業

準備

計

退職給

与

引当金

総 計

繰越金 現預金

総 計

１９年度 7,791 4,602 1,700 3,700 1,205 18,998 1,532 20,530 2,604 23,134

２０年度 8,531 4,702 1,900 4,200 1,405 20,738 1,732 22,470 2,899 25,369

２１年度 9,271 4,802 2,300 4,700 577 21,650 1,170 22,820 2,654 25,474

２２年度 10,017 4,802 2,700 3,500 789 21,808 1,370 23,178 1,924 25,102

２３年度 10,783 4,802 2,900 3,300 989 22,774 372 23,146 3,416 26,562

＊引当金の計上基準は次の通りです。
・基本財産減価償却引当 当期末の基本財産の減価償却額を引当
・特別給付準備引当 特別給付金の 1 年間の給付額の過去最高額の３倍を引当
・出資金返済引当 出資金残額の半額を目指して引当
・建物修繕引当 基本財産４２，４００万円の２０パーセントを目指して引当
・記念事業準備引当 ５年ごとの記念事業の資金１，０００万円を５年間で引当
・退職給与引当 当期末の退職給与債務を引当

（７）会計全般については、１９８９年度よりユース会計社（吉永公認会計士事務所）と契約して適正
な処理と円滑な執行に努めています。法人移行の準備として区分経理を行い、「公益目的支出計画」
を作成しました。また会員管理や収納の方法の合理化について、コープ熊本と県教職員組合と３者
で協議を進めています。

２．管理業務について

（１）夜間や休日の管理警備は、２名の職員が交替制で勤務し、会館を常時使用できるようにしていま
す。会館閉鎖は１２月２９日から１月３日までの６日間でした。

（２）安全管理及び設備・備品の保守については、保守契約を次のように行っています。



No 内 容 委 託 先 委 託 料

１ 火災保険 共栄火災 保障 ６億４，７５６万８千円

年掛金 ２５４，３５０円

２ 清掃管理 日本ビル管理 月 ２５３，０５０円 ×１２

エアコン ５７，７５０円 × ２
ガラス ７８，７５０円 × １

年 ３，２３０，８５０円

３ 塵芥収集 熊本清掃社 月 ２０，７９０円

年 ２４９，４８０円

４ エレベーター保守 三菱電機

ビルテクノサービス

月 ５９，８５０円 ×１２

年 ７１８，２００円

５ 自動ドア保守 熊本ナブコ 年 ２１０，０００円

６ 電話保守 ＮＴＴ西日本 リース料月 ５７，００４円 ×１２

年 ６８４，０４８円

７ 電設保守 原田一義 月 ３２，０００円 ×１２

年 ３８４，０００円

８ 電気メーター交換 九州計装エンジニアリ

ング

１５年交換 ５４６，０００円

１年当たり ３６，４００円

９ 消防設備保守 ユージー防災設備 年２回計 ２４２，５５０円

10 空調設備 三洋電機 発生時払い

11 ロスナイ 空研工業 発生時払い

12 電算管理費

（基本契約）

肥銀

コンピューターサービ
ス

月 １５７，５００円 ×１２

年 １，８９０，０００円

13 複写機リース リコーリース 月 １２，６００円×１２

年 １５１，２００

円

14 浄水器リース 日本トリム
三菱ＵＦＪリース

リース満了により買い取り
１，０５０

円

15 ホームページ管理 ㈲オフィスウェブラン 月

年 ２７４，５４０

円

16 ＡＥＤ保守

ﾊﾟｯﾄｶｰﾄﾘｯｼﾞ

バッテリー

総合警備保障 次期交換 ２０１２年７月

年 ２９，４００

円

５年交換

計 年間保守委託料 ８，３５６，０６８
円

（３）火災の未然防止と万一の災害に備えるため、年２回の防火対策委員会を開催して防火管理組織･
自衛消防組織を編成するとともに、災害発生時の避難訓練を実施しました。

第１回目は４月２１日に地震発生によるエレベーター故障時の対応訓練、第２回目は１１月２４
日に駐車場での火災発生時の「移動式粉末消火設備」の使用訓練を実施しました。

また専門業者（ユージー防災設備）による消防設備の点検を９月１６日と３月２日の年２回行い
ました。

（４）建物の保守工事としては、前年度の外壁の全面補修工事に引き続き、１階トイレ下ピットの漏水
工事や、気中開閉器の交換等を行いました。

エアコンの不調が各階で発生しています。法人移行後「大規模改修検討委員会」を再開し、環境



対策等を含めた広範な改修についての検討が必要です。

（５）「教育会館ニュース」を２回（６月、１２月）発行し、会館の事業等の広報に努めました。また、
ホームページを活用してタイムリーな情報の開示と発信に努めました。

３．福祉共済事業について

（１）会館共済Ⅰ型『遺族生活給付金共済』『医療プラン』『介護プラン』
発足２７年目を迎えたこの制度は、新規加入者が３４２名で加入者総数が１２,３８６名となりま

したが前年より２６４名の減でした。しかし『遺族生活給付金共済』に付加する『医療プラン』は
１２年目を迎えましたが、加入者総数は約５,８３８名で前年より５１名の増となりました。

今年から導入した『介護プラン』は、初年度で１，６８４名（本人１，３６０名、配偶者３２４
名）の加入がありました。 （資料 Ｐ１３）

加入者の死亡に伴う遺族生活給付金については、平成２２共済年度（平成２２年９月１日～平成
２３年８月３１日）は、死亡１２人（前年度１３人）で給付総額は１億６０００万円（前年度１億
９３００万円）でした。また、医療プランの給付は１９３件（前年度１９０件）で給付総額は１，
６１５万円でした。会館の特別給付金（会計年度、平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）
は申請期間を３年間に延長して３年目となりました。給付状況は下記のとおりです。（資料 Ｐ１４、
１５）

〈特別給付金・給付状況 平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日〉

NO 内 容 給付件数 前 年

５日以上 ２７９件 ３０１件

３０日以上 ４５件 ４１件１ 入院見舞金

６０日以上 ２３件 ２５件

２ 医療プラン・初期入院 １日～４日 ２１５件 １８６件
１年以上 １４件 １３件

３ 休職見舞金
２年以上 ８件 ５件

４ 出産祝金 １３８件 １３２件
５ 退職祝金 １２０件 １２９件
６ 満期祝品 ０件 ０件

給付 総件
数

８４２件 ８３２件

給付 総額 14,052,000 円 13,588,000 円

（２）会館共済Ⅱ型（貯蓄型生涯保障共済）
新規加入者は１５名で、加入者総数は９４７名（前年度１，０１３名）になりました。

（３）傷害プラン
第２２次より導入した『傷害プラン』の新規加入者は２名で、加入者総数は１３４名（前年度１

４２名）でした。

（４）会館共済特別給付金の申請に対しては、給付の適正・迅速化を図るために、給付審査委員会を毎
月２回開催し、半月毎に審査・給付の体制をとっています。

（５）共済事業の制度や運営のあり方等の検討を行うため制度検討委員会を６回開催しました。太陽生
命の給付要件の変更に伴い、教育会館の特別給付の給付要件の変更等を確認しました。



４．教育文化事業について
（１）教育会館設立２５周年を記念して始めた図書券の寄贈を継続しました。これまでの２０年間で県

内のべ４９９校に寄贈しました。今年度も寄贈校３１校全てを訪問して寄贈しました。これまでの
寄贈総額は２，６８０万円です。

平成２３年度の寄贈校は下記のとおりです。

≪県内≫
小･中学校（１９校） ○は重点校（1 年目） ◎は重点校（2 年目）

地 区 学 校 名

荒尾･玉名 山北小学校 南関第二小学校 南関第四小学校

鹿 本
三岳小学校 岩野小学校 稲田小学校 千田小学

校
菊 池 護川小学校
阿 蘇 市原小学校 白水小学校

熊 本 古町小学校 田原小学校
上 益 城 ◎飯野小学校 高木小学校
宇 城 網田小学校
八 代 ◎宮原小学校 ◎日奈久小学校
人吉･球磨 深田小学校
水俣・芦北 ◎水俣第二小学校 田浦中学校

天 草
大楠小学校 浦和小学校 御領小学校 一町田

小学校

県立学校（７校）

県立学校
濟々黌高校 熊本高校 第一高校 熊本商業

高校
◎湧心館高校 ◎熊本盲学校 ◎松橋支援学校

≪東北３県 １２８校≫ 岩手１９校、 宮城５０校、 福島５９校
岩手県（１９校） 13 南光台東中学校 １ 七ヶ浜中学校 〈飯舘村立〉

〈大船渡市立〉 14 根白石中学校 〈女川町立〉 １ 草野小学校

１ 赤崎小学校 15 七北田中学校 １ 女川第四小学校 ２ 飯樋小学校

２ 越喜来小学校 16 西山中学校 ２ 女川第二中学校 ３ 臼石小学校

〈陸前高田市立〉 〈石巻市立〉 〈南三陸町立〉 ４ 飯舘中学校

１ 気仙小学校 １ 門脇小学校 １ 戸倉小学校 〈浪江町立〉

２ 赤崎中学校 ２ 湊第二小学校 ２ 名足小学校 １ 浪江小学校

３ 気仙中学校 ３ 大川小学校 ３ 戸倉中学校 ２ 浪江中学校

４ 広田中学校 ４ 相川小学校 〈葛尾村立〉

５ 小友中学校 ５ 吉浜小学校 福島県（５９校） １ 葛尾小学校

〈釜石市立〉 ６ 谷川小学校 〈川俣町立〉 ２ 葛尾中学校

１ 鵜住居小学校 ７ 雄勝小学校 １ 山木屋小学校 〈双葉町立〉

２ 唐丹小学校 ８ 船越小学校 ２ 山木屋中学校 １ 双葉南小学校

３ 釜石東中学校 ９ 渡波小学校 〈伊達市立〉 ２ 双葉北小学校

４ 唐丹中学校 10 湊中学校 １ 梁川小学校 ３ 双 葉 中
学

〈大槌町立〉 11 雄勝中学校 ２ 保原小学校 〈大熊町立〉

１ 大槌小学校 12 渡波中学校 〈田村市立〉 １ 熊町小学校

２ 赤浜小学校 13 大川中学校 １ 菅谷小学校 ２ 大野小学校

３ 大槌中学校 〈気仙沼市立〉 ２ 古道小学校 ３ 大熊中学校



〈宮古市立〉 １ 南気仙沼小学校 ３ 岩井沢小学校 〈富岡町立〉

１ 鵜磯小学校 〈名取市立〉 ４ 都路中学校 １ 富岡第一小学校

２ 千鳥小学校 １ 閖上小学校 〈小野町立〉 ２ 富岡第二小学校

〈山田町立〉 ２ 閖上中学校 １ 浮金小学校 ３ 富岡第一中学校

１ 船越小学校 〈栗原市立〉 〈南相馬市立〉 ４ 富岡第二中学校

〈県 立〉 １ 志波姫小学校 １ 原町第一小学校 〈川内村立〉

１ 高田高校 〈東松島市立〉 ２ 原町第二小学校 １ 川内小学校

２ 宮古工業高校 １ 浜市小学校 ３ 原町第三小学校 ２ 川内中学校

２ 野蒜小学校 ４ 高平小学校 〈楢葉町立〉

宮城県（５０校） ３ 鳴瀬第二中学校 ５ 大甕小学校 １ 楢葉南小学校

〈仙台市立〉 〈大崎市立〉 ６ 太田小学校 ２ 楢葉北小学校

１ 西多賀小学校 １ 古川第一小学校 ７ 石神第一小学校 ３ 楢葉中学校

２ 将監小学校 ２ 古川東中学校 ８ 石神第二小学校 〈広野町立〉

３ 将監西小学校 〈丸森町立〉 ９ 真野小学校 １ 広野小学校

４ 蒲町小学校 １ 丸森東中学校 10 小高小学校 ２ 広野中学校

５ 南光台小学校 〈亘理町立〉 11 福浦小学校 〈いわき市立〉

６ 折立小学校 １ 荒浜小学校 12 金房小学校 １ 豊間小学校

７ 中野小学校 ２ 長瀞小学校 13 鳩原小学校 ２ 久之浜第一小学校

８ 荒浜小学校 ３ 荒浜中学校 14 原町第一中学校 ３ 久之浜第二小学校

９ 東六郷小学校 〈山元町立〉 15 原町第二中学校 ４ 永崎小学校

10 愛宕中学校 １ 山下第二小学校 16 原町第三中学校 ５ 豊間中学校

11 七郷中学校 ２ 中浜中学校 17 石神中学校 ６ 四倉中学校

12 住吉台中学校 〈七ヶ浜町立〉 18 小高中学校 ７ 久之浜中学校

（２）教育会館寄席
『会館共済第２５次キャンペーン企画』として行った教育会館寄席は、学校の児童生徒に対して

是非行ってほしいという声から、教育会館・学校寄席を開催して２年目になりました。「会館ニュー
ス」や「ホームページ」にて公募し、１１月１日（木）に南関町立南関第二小学校で、２日（金）
に上天草市立上北小学校で開催しました。また翌３日（土）には熊本市国際交流会館で教職員対象
の寄席を開催しました。

（３）かるた（小倉百人一首）の大会
２月２６日(日)に開催された熊本県かるた協会主催の「第２４回熊本県小中学校小倉百人一首か

るた競技大会」を後援しました。今年も県下各地から多数の参加があり熱戦を繰り広げました。
かるた競技の普及を支援するため、かるた協会が行っている月１回の練習会に対して、教育会館

は会場を無料提供しています。

（４）教育会館アートのひろば
会館新築移転１０周年を記念して、平成１８年８月より『教育会館アートのひろば』を開催して

います。熊本の教育に関係深い方の作品を、教育会館玄関ホールに展示しています。



平成２３年（２０１１年）
・４月期は、岩木範夫（彫塑）・芳子（版画）氏（八代市）の二人展
・５月期は、大寺渡氏（宇城市）の油彩画展
・１０月期は、栗崎進一氏（あさぎり町）の油彩画展
・１１月期は、髙田尚武氏（天草市）の油彩画展
・１２月期は、山口洋氏（天草市）の油彩画展

平成２４年（２０１２年）
・１月期は、平江佳幸氏（玉名町）の彫刻展
・２月期は、片岡玉子氏と靉嘔氏の現代秀作版画展
・３月期は、原由紀子氏（玉名市）の油彩画展
・４月期は、福島露子氏（甲佐町）の油彩画展
・５月期は、坂口節夫氏（熊本市）の油彩画展

（５）その他の教育文化事業として、メンタルヘルス『こころゆったり講座』を８月５日（金）に教育
会館で、カムバック支援『育児休業者現場復帰セミナー』を１２月８日（木）に水前寺共済会館で
開催しました。

また、１８歳までの子どもの電話相談活動を行っているＮＰＯ法人『チャイルドラインくまもと』
を支援するとともに、教職員向けの電話相談室『レモングラス』を毎週火曜日に開設しました。


